
〇飯塚市産学官交流・共働促進事業について

【事業目的】
地域の中小企業が抱える課題について、企業の方々と大学生・大学院生等が主体となり現状分析やその解決に向け
て企業の方々と参加学生との交流や共働を促進し、両者による課題解決策の検討やその実行を通した、企業の魅力
向上や参加学生の課題解決力の向上を図る。

【事業全体像（イメージ図）】

市内中小企業等 大学生等

（例）
・開発する新製品のコンセプ
トを考えたい
・若者層にリーチする広報や
マーケティングをしたい
・社内のデジタル化推進に向
けた一歩を踏み出したい
・人材の定着の苦慮している
・採用活動がうまくいかない
etc・・・

≪課題の提示≫
（参加を想定する大学）
・九州工業大学
・近畿大学
・近畿大学九州短期大学
・立命館アジア太平洋大学

etc・・・

実践型ワークショップ 成果報告会

・課題解決策の報告
・解決策の更なる
ブラッシュアップ

etc・・・

マッチング

・企業と大学生のマッチング
・進捗管理
・伴走支援 etc・・・

Share To Design
(受託事業者）

・10月～12月
・期間中6回想定 etc・・・

参加学生募集
・7月中旬から募集開始
・募集人数は15名程度
・申込み後、9月中旬に説明会

開催予定（オンライン）

伴走支援

参加学生の課題解決力向上、地元愛着向上、地元定着

デジタル人材育成事業
「DX/BX推進事業」

参加企業でのアルバイト
雇用による製品化等業

大学生起業家育成事業
補助金による事業化等

大学生の能力を
活かした活躍の場の拡大

社会・企業課題解決策を
実践する場の創出



〇解決に取り組む企業課題等について

企業名 業種 課題

株式会社サワダ 製造業 企業の魅力発見と地域との接点作り

株式会社麻生 飯塚病院 医療
地域に寄り添い、親しみやすい

病院に必要なこととは

社会福祉法人佐与福祉会 福祉
若者を採用するために必要な

要素や手法は何か

企業名 業種 課題

株式会社カシマ製作所
金属加工・設

計
外国人労働者受け入れのための

持続的な職場環境整備

株式会社ベストパートナー
訪問看護
ｽﾃｰｼｮﾝ運営

介護ｽﾀｯﾌの人材確保に向けた
若年者向けPR

コースイ株式会社
水処理ﾌﾟﾗﾝﾄ
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

HP構築を機とした
事業理解促進・広報戦略

飯塚市 行政
図書館の魅力向上、利用者増加を

目指した攻めの施策検討

≪参考≫ 昨年度取り組んだ企業課題と参加学生内訳

※今年度の参加企業については、6/24（火）開催の「企業向け課題抽出セミナー」
を受講した11社から3社を選定。

「企業向け課題抽出セミナー」周知チラシ
大学名 参加者数

近畿大学産業理工学部 7名

九州工業大学情報工学部 5名

立命館アジア太平洋大学 6名



〇参加学生の募集について

【参加学生の条件】
①飯塚市内大学に在籍する学部生または大学院生
②飯塚市と連携協定を締結した立命館アジア太平洋大学に在籍する学部生または大学院生
※留学生の場合、日本語中級レベル（日常会話可）以上を有すること
③飯塚市内に居住する、大学、大学院、短期大学もしくは専門学校の在籍者

【募集人数】
15名程度

【募集スケジュール】
7/22(火)より募集開始。
応募者を対象に9月中旬オンライン説明会を予定。

【周知ならびに募集方法】
SNS広告(Instagram等)による情報発信。
大学等の教育機関への周知。

【エントリー時に必要な内容】
※昨年のエントリー時の内容は右記のとおり

【申込フォーム】 【SNSアカウント】

所属（大学名、学部、学科）

氏名

学年

（留学生の場合）日本語資格の保有状況

（市外大学の場合）住所

希望する企業課題（第1-3希望）

エントリーした動機



〇事業スケジュール（案）について

【募集期間】
１次募集期間：7/22〜9/12
２次募集期間：9/14〜10月初旬 ※定員未達の場合

【オンライン説明会】
9月中旬予定 （※参加企業との調整）

【キックオフ・グループ分け】
9月20日（土）〜9月21日（日） 1泊2日

【ワークショップ日程】
10月中旬〜12月初旬（各グループ、2時間程度×計６回）
※開催日時については都度調整
※開催場所については参加企業による（オンラインも可）

【プレゼン講評会-表彰式】
12月中旬-予定


